
せいかつさくぶんを かこう 

（ようすや きもちを いきいきと あらわそう） 

 

１. せいかつの なかで とくに こころにのこっている できごとを おもい

だす。 

・かぞくや ともだちと いっしょにしたこと 

 ・はじめて ちゃれんじしたこと  ・くりかえし ちょうせんしたこと 

 ・なみだをながしたり、ふかくかんがえたり したこと 

 ・すすんでしらべたり、かんさつしたこと など 

 

２．おもいだしたことの なかから、いちばん かきたいこと（テーマ）を 

きめる。 

 

３．―① はじめ・なか・おわりを きめる。 

 

３．―② ようすや きもちが つたわるように くふうして かく。 

 ・みたり、きいたり、さわったり、かいだりして、ようす・かたち・いろ・うごき・お

となどを かきいれてみる。 

 ・みたこと、きいたこと、したこと、おもいうかんだことなどを すなおに のびのびと

かく。 

 ・よく しっているものに たとえて、わかりやすく つたえてみる。 

 ・かいわ（「 。」かぎかっこ）を いれる。 

 ・そのときの じぶんのおもい、きもちのうごきや へんかを しっかりと かいてみる。 

 

 

 

はじめ 

 

・できごとがおきた「きっかけ」やはじめのようすをかく。 

 

 

 

なか 

・できごとのようすを、くわしくかく。 

・したことを じゅんにかく。 

・いったことや きいたこと（かいわ）、みたことなどを かく。 

・そのときのきもちや おもったことを かく。 

 

 

おわり 

 

・できごとをとおして、かんがえたことや まなんだことを かく。 

 



 


